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ほ場巡回で活発に情報交換する受講生達

農
業
事
務
所
で
は

、
若
手
ヵ
I

ネ
ー

シ
ョ
ン
生
産
者
を
対
象
と
し

た
研
修
を
、
県
花
き
園
芸
組
合
連

合
会
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
会
の
後

援
を
受
け
、
今
年
度
か
ら
開
催
し

て
い
ま
す

。

栽
培
の
技
術
と
理
論
を
若
手
生

産
者
へ
継
承
す
る
た
め
、
本
研
修

の
講
師
に
は
栽
培
技
術
や
切
り
花

の
鮮
度
保
持
技
術
等
各
分
野
の
専

門
家
を
迎
え
、
栽
培
理
論
を
中
心

と
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

。

暑
い
夏
や
寒
い
冬
等
め
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
る
気
象
環
境
に
自
ら
の
考

え
で
対
応
で
き
る
生
産
者
の
育
成

を
目
指
し
ま
す

。こ
の
研
修
を
き
っ

か
け
に
若
手
の
会
が
結
成
さ
れ

、

生
産
者
の
交
流
が
活
発
に
な
り
始

め
て
い
ま
す

。

来
年
度
は
栽
培
理
論
に
加
え
、

販
売
手
法
な
ど
の
研
修
を
予
定
し

て
い
ま
す

。
興
味
の
あ
る
方
は
、

当
事
務
所
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い

。

力
l
ス
キ
開
催

修
を



第20号 安 房 普 及 だ よ り (2)

安
房
地
域
は
日
本
一
の
生
産
量

を
誇
る
食
用
ナ
バ
ナ
の
産
地
で
す

。

し
か
し
、
播
種
時
期
で
あ
る
9

～
10
月
の
大
雨
や
台
風
に
よ
る
被

害
や

、
主
要
病
害
で
あ
る
根
こ
ぶ

病
の
被
害
に
よ
っ
て
、
収
穫
量
が

減
少
し
て
い
ま
す

。

こ
れ
ら
の
対
策
を
講
じ
る
た
め

に
本
年
度
取
り
組
ん
で
い
る
試
験

の
経
過
に
っ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

。

①
移
植
栽
培

大
雨
等
に
よ
る
発
芽
直
後
の
被

害
を
軽
減
す
る
日
的
で

、
128
穴
セ

ル
ト
レ
イ
を
利
用
し
、
苗
を
定
植

す
る
試
験
を
行
つ

て
い
ま
す

。

直
播
区
は
播
種
直
後
の
大
雨
に

よ
り
発
芽
率
は
73
%
に
低
下
し
ま

し
た
が

、
移
植
区
は
大
雨
後
に
定

植
し
た
た
め
被
害
を
受
け
ま
せ
ん

で
し
た

。

②
根
こ
ぶ
病
対
策

セ
ル
ト
レ
イ
を
用
い
て
育
苗
し
、

定
植
前
日
～
当
日
に
殺
菌
剤

「ラ

左 : ランマンフ口アブル処理区 右 : 無処理区
※発病度 :発病程度を指数化して表現したもの

・ilt
試 用
験 ナ
経 バ
過 ナ
に に
つ 係
い る
て

ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

」
500
倍
を
灌

注
す
る
こ
と
で
定
植
後
の
根
こ
ぶ

病
の
被
害
を
ど
れ
く
ら
い
軽
減
が

可
能
か
を
試
験
し
て
い
ま
す

。

11
月
時
点
の
調
査
結
果
で
は

、

無
処
理
区
の
発
病
度

（
※
）
が
93

と
高
い
の
に
対
し
て
、
処
理
区
は

=
と
低
く
な
っ
て
お
り
、
高
い
効

果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

（
左
写

真
参
照
）
。

い
ず
れ
も
途
中
経
過
で
す
の
で
、

今
後
も
継
続
し
て
調
査
し
て
い
き

ま
す

。

近
年
の
夏
季
の
厳
し
い
暑
さ
の

影
響
で
育
苗
や
活
着
、
生
育
不
良

等
の
障
害
が
増
加
し
て
い
ま
す

。

高
温
対
策
に
は
遮
光
資
材
や
循
環

扇
の
設
置
、
施
設
の
軒
上
げ
等
が

あ
り
ま
す

。
本
号
で
は
今
話
題
の

細
霧
冷
房
を
紹
介
し
ま
す

。

細
霧
冷
房
は
微
細
な
水
滴
を
ノ

ズ
ル
か
ら
噴
霧
し
、
気
化
熱
を
利

用
し
て
施
設
内
の
気
温
を
下
げ
ま

す

。
16
me
/
分
・
2m
の
噴
霧
量
で

施
設
内
の
温
度
を
35
℃
か
ら
30
℃

程
度
に
ま
で
下
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す

。
注
意
点
と
し
て
①
水
滴
径
が
80

マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
（

一一）以下

の
ノ
ズ
ル
を
使
用
し
、
水
滴
が
植

物
を
濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る

②
植
物
体
か
ら
1
m
以
上
離
し
て

ノ
ズ
ル
を
設
置
す
る
③
使
用
す
る

水
を
ろ
過
し
、
日
詰
ま
り
を
防
止

す
る
④
水
滴
が
気
化
す
る
よ
う
に

換
気
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

。

10
a
当
た
り
の
導
入
経
費
は
150

万
円
か
ら
で
、
ノ
ズ
ル
の
金
額
が

高
く
な
る
ほ
ど
水
滴
径
を
小
さ
く

で
き
、
気
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

7
月
～
9
月
ま
で
の
使
用
で
電
気

代
は
約
2a6
万
円

、
水
量
は
約
300
t

使
用
す
る
と
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。

水
源
に
よ
っ
て
は
サ
ン
ド
フ
イ

ル

夕
1
等
の
ろ
過
装
置
が
必
要
と
な

り
ま
す

。

頭
上
権
水
に
近
い
水
滴
径
の
大

き
ぃ
も
の

（ミ
ス
ト
ェ
ー

ス
20
、

プ
ラ
ス
フ
ォ
ッ
ガ
1
等
）
は
導
入

経
費
が
安
い
反
面
、
ぼ
た
落
ち
や

植
物
が
濡
れ
る
た
め
、
病
害
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

。

細
霧
冷
房
を
行
う
こ
と
で
高
温

障
害
を
回
避
で
き
ま
す

。
ま
た
、

遮
光
な
し
で
も
夏
季
の
栽
培
が
可

能
と
な
り
、
光
合
成
の
促
進
、
徒

長
の
防
止
等
品
質
向
上
が
図
れ
ま

す

。
細
霧
冷
房
は
周
年
で
の
湿
度

管
理
に
も
利
用
可
能
で
す

。



(3) 安 房 普 及 だ よ り 第20号

表 横 裏

薄く

:

:

1i
削る
lll、、
斜めに削る

図1 穂木の作成

③穂木と台木の形成
層を合わせる

形成層
(薄緑色

果
樹
栽
培
を
行
う
た
め
に

、
接

木
で
苗
作
り
ゃ
品
種
更
新
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か

。

一
般
的
な
手
法
で
あ
る

「切
接

ぎ

」
と

「腹
接
ぎ

」
の
方
法
、
さ

ら
に
共
通
す
る
穂
木
の
作
り
方
に

っ
い
て
ご
説
明
し
ま
す

。

〇
用
意
す
る
も
の

穂
木
（
接
ぐ
品
種
）
、
台
木
（
接

が
れ
る
品
種
）
、
切
り
出
し
ナ
イ
フ
、

接
木
テ
ー

プ
、
茶
封
筒

、
ポ
リ
袋

〇
接
木
の
時
期

2
月
～
3
月

〇
穗
木
の
作
成

穂
木
に
は
目
的
と
す
る
品
種
の

中
庸
な
枝
（
節
間
と
太
さ
が
適
当
）

を
用
い
ま
す

。
図
1
の
よ
う
に
穂

木
を
調
整
し
ま
す

。
穂
木
の
芽
の

数
は
1
～
2
芽
程
度
残
し
ま
す

。

図3 切接ぎ 図2 台木の調整

③穂木と台木の
形成層を合せる

②穂木の長さ と
太さの切込み 1 1 1 1

〇
切
接
ぎ

切
接
ぎ
は
苗
木
作
り
ゃ
高
接
ぎ

等
に
使
わ
れ
ま
す

。
台
木
に
は
直

径
1
cm
よ
り
太
く
な
っ
た
部
位
を

用
い
ま
す

。

①
台
木
の
切
り
込
み
を
入
れ
る
部

位
を
斜
め
に
削
り
ま
す

（
図
2
）
。

②
削
つ

た
部
位
に
切
り
込
み
を
2

度
入
れ
て

、
薄
片
を
取
り
除
き
ま

す

。
③
調
整
し
た
穂
木
を
台
木
に
差
し
、

穂
木
と
台
木
の
形
成
層
を
合
わ
せ

ま
す

（
図
3
）
。

④
接
木
テ
ー

プ
で
接
合
面
が
ず
れ

な
い
よ
う
に
固
定
し
ま
す

。

に

①上部から 実
斜めに切込み 施

し
ま

①垂直に切込み!
図
5_
〇

図5 腹接ぎ 図4 台木の調整

控

意

登
録
品
種
の
穂
木
に
は
種

苗
法
が
適
用
さ
れ
ま
す

。
無

断
で
増
殖
が
指
摘
さ
れ
た
場

合
は
、
罰
金
刑
が
伴
う
こ
と

が
あ
る
の
で
取
扱
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

。

〇
腹
接
ぎ

腹
接
ぎ
は
品
種
更
新
等
に
使
わ

れ
ま
す

。
台
木
は
成
木
樹
の
枝
を

そ
の
ま
ま
使
い
ま
す

。

①
樹
に
垂
直
の
切
り
込
み
を
入
れ

、

上
部
か
ら
切
り
込
み
部
位
に
向
か

っ
て
斜
め
に
削
り
と
り
ま
す

（
図

4
）
。

②
削
つ
た
部
位
の
下
に
穂
木
の
太

さ
の
切
り
込
み
を
縦
に
入
れ
て
、

樹
皮
を
剥
ぎ
ま
す

。

③
以
後
、
切
接
ぎ
手
順
③
と
同
様

〇
ポ
イ
ン
ト

穂
木
は
乾
燥
す
る
と
活
着
し
に

く
く
な
り
ま
す

。

台
木
と
穂
木
の
形
成
層
を
重
ね

れ
ば

、
活
着
す
る
の
で
、
形
成
層

を
重
ね
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

・

接
木
後
、
切
り
口
か
ら
蒸
散
を

防
ぐ
た
め
ト
ッ
プ
ジ
ン
M
ぺ
1
ス

ト
を
塗
布
し
、
さ
ら
に
穂
木
全
体

を
ポ
リ
袋
と
茶
封
筒
で
覆
い

、
袋

内
の
保
湿
と
昇
温
を
防
ぎ
ま
す

。

・

萌
芽
し
接
木
が
成
功
す
れ
ば

、

そ
の
際
に
ポ
リ
袋
と
茶
封
筒
を
剥

が
し
ま
す

。
そ
の
後
は

、
枝
折
れ

し
な
い
よ
う
に

、
添
え
木
等
を
し

て
、
大
切
に
育
て
ま
し
ょ
う
。



(4)安 房 普 及 だ よ り第20号

興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一属業士・
l

指
導
農
業
士
の
紹
一一::

農
業
士
は
地
域
農
業
の
推
進
者

と
し
て
青
年
農
業
者
を
、
指
導
農

業
士
は
地
域
農
業
の
指
導
的
農
業

者
で
農
業
後
継
者
の
育
成
に
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
知
事
が
認

証
す
る
制
度
で
す

。
今
年
度
は
新

た
に
指
導
農
業
士
と
し
て
1
名
、

農
業
士
と
し
て
2
名
の
方
々
が
認

証
さ
れ
ま
し
た

。

★
指
導
農
業
士

鈴
木

良
一
氏

（鋸
南
町
）

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
主
体
の
経
営

で
他
に
は
金
魚
草
も
生
産
し
て
い

ま
す

。
JA
安
房
ヵ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
会

に
お
い
て
共
選
に
取
り
組
み

、
地

域
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
共
同
出

荷
体
制
の
構
築
に
尽
力
さ
れ
ま
し

★
農
業
士

馬
賀

仙
夫
氏

（一鋸
南
町
）

日
本
水
仙
主
体
の
経
営
で

、
そ

の
他
に
花
菜
も
栽
培
し
て
い
ま
す
。

ま
た

、
有
害
鳥
獣
駆
除
も
率
先
し

平
成
27
年
度

新
規
受
講
者
募
集
中
!

て
行
つ

て
お

り
、
地
域
の

担
い
手
と
し

て
活
躍
し
て

い
ま
す

。

★
農
業
士

川
崎

一
成
氏

（鋸
南
町
）

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
専
作
の
経
営

で

、
徹
底
し
た
栽
培
管
理
を
実
施

し
、
効
率
的
な
生
産
を
行
つ

て
い

ま
す

。
地
域
の
活
動
も
熱
心
で
、

た

。ま
た

、
現

在
は
鋸
南
町

農
業
委
員
と

し
て
農
業
振

若
手
の
リ
I

ダ
I
と
し
て

活
躍
し
て
い

ま
す

。

本
セ
ミ
ナ
I
は
安
房
地
域
の
お

お
む
ね
35
歳
ま
で
の
若
手
農
業
者

を
対
象
と
し
て
い
ま
す

。

毎
月
1
～
2
回
程
度
の
講
義
や

実
習

、
視
察
研
修
に
よ
り
、
農
業

に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
技
術
に

っ
い
て
3
年
間
か
け
て
学
ぶ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
す

。

平
成
26
年
度
は
29
名
の
方
が
、

受
講
し
て
い
ま
す

。

農
業
に
取
り
組
む
同
世
代
の
仲

間
と
交
流
し
な
が
ら

、
楽
し
く
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
27
年
5
月
下
句
の
開
講
に

向
け
て
、
新
規
受
講
者
を
募
集
し

て
い
ま
す

。

お
問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
は

安
房
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課
へ

御
連
絡
く
だ
さ
い

。

ま
た

、
お
近
く
の
若
手
農
業
者

の
方
に
も
是
非
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
o

「農
地
中
間
管
理
機
構

」
は

、

農
地
を
借
り
受
け
て
、
ま
と
ま
り

の
あ
る
形
で
貸
し
付
け
る
公
的
機

関
で
す

。
機
構
へ
農
地
を
貸
し
付

け
る
と
市
町
か
ら
協
力
金
が
支
払

わ
れ
ま
す

（
要
件
有
）
。

詳
細
は

、
各
市
町
農
政
担
当
課

ま
た
は

、
公
益
社
団
法
人
千
葉
県

園
芸
協
会
農
地
部
（電
話
0
4
3
l

2
2
3
1
3
0
1
1
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

45
歳
未
満
で
農
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
方
に
年
間
150
万
円
を
給
付

し
ま
す

。
詳
細
は

、
各
窓
口
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（要
件

有
）
。

①
就
農
前
に
先
進
農
家
等
で
研
修

す
る
方
向
け

（
準
備
型
）

窓
口

安
房
農
業
事
務
所
企
画

振
興
課
（電
話
2
2
I
7
1
3
1
）

②
自
ら
農
業
経
営
を
開
始
し
た
方

向
け

（
経
営
開
始
型
）

窓
口

各
市
町
農
政
担
当
課


